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序 文

千葉県内における生産遺跡のうち，埴輪や須恵器，それに瓦の窯跡は三十数

箇所存在することが確認されています。

これらは，古代房総の窯業技術を知るために重要であるばかりか，生産物と

その供給先との関係を知る上で大変重要な遺跡ですが，今日まで発掘調査され

その実態が把握された例は少なく，今後の研究課題となっております。

窯跡は台地の山裾部分の傾斜を利用して立地するため，その存在について明

確でないこともあり，開発による危機にさらされております。

このため，千葉県教育委員会では昭和58年から60年にかけて県内所在の生産

遺跡分布調査を実施し，今後の保護，活用を図るための資料を得ております。

この成果を踏まえて窯業遺跡について，その規模や性格等を明らかにするため，

昭和62年度から国の補助金を得て確認調査を実施しています。

本年度は，木更津市に所在する上名主ヶ谷窯跡の調査を実施し，窯跡 6基が

所在することを確認しました。確認したのは須恵器窯跡 3基，瓦窯跡 2基それ

に須恵器と瓦を同時焼成した窯跡 1基ですが，すべて同時に操業していたので

はなく，時期の隔たりを認めることができます。また，生産物の供給先につい

ても推定が可能であり，矢那川流域を中心とする地域の歴史を解明する上で重

要な資料となるものと考えております。

このたび，発掘調査の成果について調査報告書としてまとめ刊行する運びと

なりました。この報告書が学術資料としてはもとより，文化財の保護，活用の

ために広く一般の方々にも利用されることを願ってやみません。

終わりに当たり，文化庁をはじめ，土地所有者の皆様，木更津市教育委員会，

調査を担当された財団法人千葉県文化財センターなどの関係者に心からお礼申

し上げます。

平成元年 3月

千葉県教育庁文化課長

竹内一雄
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1.本書は，窯業遺跡発掘調査の第2年次として実施した千葉県木更津市矢那字名主ヶ谷

1，000他に所在する上名主ヶ谷窯跡(遺跡コード206-001)の確認調査報告である。

2.調査は，国庫補助金を得て，千葉県教育委員会が財団法人千葉県文化財センターに委託し

て実施した。

3.調査期聞は，昭和63年10月13日から11月11日，調査総面積は300ばである。なお，遺跡周辺

の地形図 (500分の 1)作成は業者委託で実施した。

4.調査及び本書の作成・編集は，研究部長堀部昭夫，部長補佐 渡辺智信の指導のもとに，

班長佐久間豊が担当した。なお，調査研究員 小林信ーからは多大な協力を得た。

5.現地調査にあたっては，土地所有者の石井清氏・石井てい氏からは私有地の借用を御快諾

いただくとともに，石井嘉夫氏・石井一夫氏からはマイクロパス等の駐車場の提供等多大な

御協力をいただいた。記して感謝の意を表したい。

6.現地調査から報告書刊行に至るまで，下記の諸機関・諸氏から御指導・御協力をいただい

た。(アイウエオ)1国・敬称略)

木更津市教育委員会・園筆院大学考古学研究室・浅野雅則・穴津義功・石田広美・倉田義

広・杉江敬・田所真・英太郎・水口由紀子・宮本敬一・山本哲也・吉田恵三



凡例

1.本報告書で使用した網掛けの種類およびそれぞれの特徴は下記のとおりである。

E三ヨ 第 3図の須恵器を主体として含む灰原

第 3図で須恵器 ・瓦ともに含む灰原

平面図の~の窯壁部については， 窯壁色調の違いを

以下のとおりに明示した。

青灰色

赤褐色

暗赤褐色

断面及び平面図垢の窯体。

2.土器の型式分類は，以下のとおりとする。皿 ・短頚査 ・聾は出土量が少ないので除外した。
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正長主主主当、

手金三ト
蓋 CI 
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3.瓦は便宜的に，以下により分類した。

¥ JM Ill 三 ;JjIA ミ;二二ι4
¥ミヲj三J

不 C己fゴ
土宛

(各 器 種 と も に 法 量 … 哨 ) 
杯・蓋はさらに調整技法(へラケズリ )で細分 | 

I回転へラケズリ II手持ちへラケズリ 1II無調整/

平瓦は，凸面の縄タタキの本数から分け，一定幅内に本数が多い順にA・B・C・Dとした。

なお，すべて一枚作りである。

丸瓦は，凸面に縄タタキが残るものBと，そうでないものAに分けた。

4.遺物の番号は，はじめに窯の号名を記し，そのあとに挿図で使用した番号をつけて，遺物

番号とした。遺物写真もその番号で表記した。なお，灰原内から出土したものについては

「灰J，灰原直上から出土したものは「直J，表土から出土したものは「表」と記した。

5.遺物の写真は，土器を){，瓦はKに統ーした。

ただし，それ以外のものについては写真中に表記した。
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1 .序 説

1. 遺跡の位置と環境(第 1図，図版 1) 

千葉県南西部は，東京湾に沿って，北から市原市 ・袖ヶ浦町 ・木更津市 ・君津市と続いてい

る。また国道16号線が海岸線沿い，国道297号と県道千葉鴨川線が南北に走り ，東関東自動車道

木更津線 ・東京湾横断道路の建設も計画され，近年開発の著しい地域として注目されている。

この一帯は， 地形的には ， 海岸線から約12~13凶のところを北東から南西方向に標高100m 以

上のラインが走り，これより南が丘陵地，北は台地となっている。台地地域は，北より市原台

地，袖ヶ浦台地，木更津台地と呼称されている。このうちの木更津台地は，小橿川左岸一帯，

矢那川，烏田川流域に所在する台地群であり，上名主ヶ谷窯跡は，東京湾に注ぐ河口より約 7

回入った矢那川中流右岸の台地上に立地する。この矢那川は，木更津丘陵に源を発し，丘陵西

部を北西流して，樹枝状の水系をつくり ，谷密度も比較的高く，本窯跡も矢那川の小支流が形

成した支谷にほぼ南面した傾斜角約25度の台地斜面に位置している。標高は，焚口部で60m前

後を測る。

窯跡周辺の地質は，下位から清川部層，上岩橋部層・木下部層(以上成田層)，下末吉ローム

層，武蔵野ローム層，立JIIローム層(関東ローム層)となっている。清川部層は，上下二層に

分けられる。下部は砂醸または粗粒砂，上部は砂及び、シルトから構成され，員化石を含んでい

る地点もある。上岩橋部層と木下部層は，この地域では区別することができない。細粒・中粒・

粗粒砂からなり ，粘土や棟を挟むこともある。台地上に数mの厚さで堆積しており ，一部には

貝化石も含まれている地域がある。上名主ヶ谷窯跡の各窯が掘られているのは，この層準であ
註 (1)

る。

こういった地形・地質をもっ矢那川流域には，200ヶ所近い遺跡が知られているが，発掘調査

が実施され，かつ上名主ヶ谷窯跡と同時期の遺物を出土したものは花山遺跡もみといってよい。

花山遺跡からは，本窯跡産の須恵器 ・瓦がかなり出土しており，この点については第V章まと

めで論じたい。

周辺で，他の古窯跡と製品の主な供給先である寺院跡について概観すると，上名主ヶ谷窯跡

と同じ旧望陀郡では，郡名寺院と考えられる上総大寺廃等主大久保牛ヶ作瓦窯駅旧周准郡で

は郡名寺院と考えられる九十九坊廃等5L大鷲瓦窯器6を挙げることができる。大久保牛ヶ作瓦窯

跡は九十九坊廃寺，大鷲瓦窯跡は上総大寺廃寺を主体として一部は九十九坊廃寺へ供給したと

推定されてい宮:上名主ヶ谷窯跡製品の供給先について詳細は後述するが，一部は九十九坊廃

寺に供給されており一見「郡」を無視したような複雑な供給関係については，律令体制下にお

ける郡段階の寺院建立の背景や窯業生産の実態を解明する重要な糸口になるものであり ，詳細

に検討する必要があると考えている。
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第 1図 上名主ヶ谷窯跡の位置と周辺の関連遺跡 (国土地理院発行)
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2.上名主ヶ谷窯跡調査研究の沿革
註 (8)

上名主ヶ谷窯跡は，比較的最近に発見された古窯跡であり，その経緯は古代第49・50合併号で

詳細に記されている。それによれば，昭和38年春に千葉大学学生小川宏ーが，「友人とかねてか

らの東京湾東岸一帯ことに君津郡，木更津市周辺の遺跡の分布調査中，本遺跡を確認」してい

る。さらに，発見の契機が宅地に地目変更する工事作業中であることから，緊急な対応が必要

となり，早速早稲田大学滝口宏に連絡がなされ，県の平野元三郎とも協議の上，発掘調査が実

施されることになったという。この調査結果については，「木更津矢那瓦窯牡」として前述の古

代第49・50合併号で，概要が報告されている。小川宏ーは，さらに詳細に周辺の分布調査を実

施して，古い林道によって一部削平された今回調査の古窯跡を発見している。この段階で，大

川清は発掘調査が実施された瓦窯跡を「矢那 l号窯牡J，今回調査のものを「矢那南窯牡」と命

名している。両窯跡の位置関係は，「矢那南窯牡」が「矢那 l号窯牡」の東南100mである。小

川宏一の分布調査段階では，「矢那南窯士止」の性格は不明であったが，大川清が「矢那 1号窯杜」

を発掘調査した際に，「矢那南窯牡」を中心として遺物の表面採集がなされたようで，報文中で

は須恵器窯と断定されている。

「矢那 l号窯杜」については，ほぽ完掘されており，以下の点が明らかにされている。

(1) 三次にわたる窯の構築が確認され，第一次窯は地下式無階有段害窯，第二次窯は地下式

無階無段害窯，第三次窯が半地下式無階無段害窯であること。

(2) 平瓦，丸瓦に隅切が多く，供給先には六角円堂や八角円堂といった建築物が想定される

こと。

(3) 築窯技術 ・造瓦技法などより，奈良時代末から平安時代にかけて操業がなされたこと。

(4) 平瓦は凸面型一枚作りである。須恵器は杯が一点のみ第二次窯の焚口寄りの丸瓦敷段の

右端下部から出土している。この坪は，輸送の途中で紛失してしまったとされているが，

形態は丸底で口縁部がほぼ直立しているという。なお，推定ではあるが，今回の調査で第

4号窯跡より出土した琉(第12図5)と同類のものを考えている。

(5) この瓦窯跡の近接左右には他の窯の存在は認められず，本跡のみで群を構成している。

以上の成果は，特に改造による窯構造の変遷が明瞭に捉えられる好例として注目されて
註 (9)

いるが，具体的な供給先については現在に至るまで明確にされていない。したがって，「矢

那南窯I止」も含めた本窯跡の操業開始の背景や性格及び実年代については，ほとんど論及

されていない訳であるが，いくつか参考となるものがあるので取り上げてみたい。その前

に，本窯跡の名称について，かなりの混乱がみられるので，整理しておくと，
註 (10)

大川 清 • 1967 矢那 1号窯牡 矢那南窯杜
註 (11)

大川 清 • 1972 同 上 同 上
註(12)

大岩好昭他 • 1978 上名主ヶ谷第 1瓦窯跡 上名主ヶ谷第 2瓦窯跡
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須田勉
註 (13)

• 1983 木更津市矢那瓦窯跡 ナシ

佐久間豊他
註 (14)

• 1983 ナシ 上名主ヶ谷第 2瓦窯跡

須田勉他
註 (15)

• 1986 上名主ヶ谷瓦窯跡 同 上

佐久間豊
註 (16)

• 1986 ナシ 木更津市矢那窯牡群

笹生衛
註 (17)

• 1987 ナシ 木更津市・名主ヶ谷窯
註 (18)

白井久美子他・ 1987 上名主ヶ谷第 1窯跡群 上名主ヶ谷第 2窯跡群
註 (19)

平野雅之 • 1988 上名主ヶ谷窯跡群 つ

となっている。どの名称が一番適切かは一概に決定することはできないが，本窯跡は例言にも

示したように，木更津市矢那字名主ヶ谷に所在している。「上名主ヶ谷」という字名は，確かに

存在するが，「名主ヶ谷」の南側一帯の字名であり，本窯跡の名称には明らかに不適格である。

残るのは，「矢那」と「名主ヶ谷」であるが，今後字上名主ヶ谷や字中名主ヶ谷，字松作から窯

跡が発見される可能性が皆無ではないこと，最初の報告で「矢那」が使用されていることなど

から，「矢那」が最も適切と考える。なお，大川清は昭和38年に調査を実施した窯を i1号窯」

と名付け，今回調査した地点を「南」としているが，「 l号窯」周辺で他の窯が発見される可能

性もあるので，この地点を「北」とし，今後それぞれを，矢那北窯跡，矢那南窯跡と呼称し，

総称を矢那窯跡群とすることを提唱したい。ただし，本報告書名は，事業の性格もあるので，

「上名主ヶ谷窯跡」とするが，以下の研究の沿革及びまとめでは記述の便宜上上述の名称を使用

したい。

さて，矢那窯跡群の操業年代等について，大川清に続いて取り上げたのが須田勉であり，矢
柱。0)

那北窯跡 1号窯の築窯を「女瓦の製法が凸面型一枚造りによる」ことから八世紀後半としてい

る。矢那南窯跡については，佐久間・豊巻 ・笹生が「表面採集の結果，かなり大量の須恵器が

瓦類と共に」見つかっていることから，瓦陶兼業窯の可能性が強いことを指摘し，操業時期は

「表採資料が永田・不入窯のものと型式的に同一であることから， 8世紀第 3四半期頃」に比定

している。また，「窯数については， 2基しか確認されていないが，周辺を踏査した結果，それ
註 (21)

ほど基数が増える可能性もなく，郡司階層による小規模な操業」を予想している。他で実年代
註 (22)

を示しているものとしては，いずれも矢那南窯跡だが，拙稿や千葉県生産遺跡詳細分布調査報

告書宅は 8世紀後半，「房総における歴史時代土器の研究」のシンポジウムにおけるコメント

で，笹生衛が i8世紀第 3四半期頃に，永田・不入窯の技法を導入する形で，瓦岡兼業窯とし

て創業している」と論じている。以上のように，両窯跡ともに操業年代については 8世紀第 3

四半期ないしは後半とほぼ統一されているが，説得性のある形での論議はなされていないのが

現状である。供給先について論じたものは，矢那南窯跡から採集した瓦との比較検討から，

部が花山遺跡に供給されていることが指摘されているのみであで
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第 2図 上名主ヶ谷黛跡周辺地形及び調査区位置図



II.調査経過

1.調査区の設定

現地は，雑木が繁茂していたため，調査着手前に伐採を実施した。これと併行して，測量会

社に委託して，発掘区設定のための基準点測量を行った。窯跡及び周辺の地形測量は，発掘調

査と併行して実施した(第 2図)。発掘区は，公共座標にあわせて設定した。第 l調査区は，す

でに明らかになった窯跡を中心にして，窯跡本体部分については全面を，窯跡周辺は幅 1mの

トレンチ，灰原部分は幅 2~3mの卜レンチを設定して，表土除去した。第 2 調査区は，第 l

調査区の西方約50mの林道崖面に，覆土に焼土粒を混入している土坑状の落ち込みが確認され

たので，その地点を中心に 4X3mのトレンチを設定した。第 1調査区のトレンチ名は第 3図

に示しである。

2.調査の経過

10月1日より準備を開始， 10月12日にテント等の設営を完了し， 10月13日より現地作業を開

始した。伐採がほぼ終了した段階で，地表面を詳細に観察したところ，林道崖面に露出してい

た窯壁より推定された窯体焼成部の地表が溝状に窪んでいることを確認した。表土除去作業は，

この地区(第 1調査区)より開始し， 10月14日には 3ヶ所の溝状の落ち込みを検出した。続い

て林道部の表土を除去し，現在の水道管がトレンチ状に林道に平行して埋設されているのを確

認し，ただちに覆土を除去したところ，埋設坑は各窯のほぼ焚口部分を切断していることが判

明した。この埋設坑の壁面を精査した結果，各窯は焚口を中心にして林道によってかなりの削

平を受けているが 1号窯は単独で， 2号窯と 5号窯， 3号窯と 6号窯は各々切り合い関係を有

していることが明らかとなった。 4号窯は，林道の南端の 2・5号と 3・6号窯の中間の位置

で，焼成部のみを僅かに残存する形で検出された。 10月17日より灰原を確認する為，林道の南

側にトレンチを設定し，表土を除去した結果，灰原範囲の全容が明らかとなった。ただし， 1 

号窯の灰原を除いて，各窯跡の灰原は重複しており，出土遺物の帰属は大半が不明であった。

10月 26 日より 11月 2 日にかけて，第 1~4 ， 7トレンチ及び第 2調査区の調査を実施したが，

遺構 ・遺物は全く検出されなかった。

10月26日より各窯跡の本格的な精査を開始した。 l号窯は，遺構確認面のエレベーション・

焚口断面図・灰原の縦断面図を作成し，さらに窯構造の解明を目的に焼成部に試掘坑を設定し

た。 2・5号窯も遺構確認面のエレベーション・焚口断面図を作成し，やはり 2基の窯の重複

関係を明らかにすることを目的に，焼成部試掘坑を設定した。 4号窯は焼成部の一部しか残存

していないため，縦断面図を作成後ほぽ全掘した。 3・6号窯は， 2基がどのように重複して

いるか不明であったので，縦断面図と 3号窯の焚口と灰原において 2ヵ所の横断図面を作成し

た。さらに 2・5及び4号窯灰原との関係を明らかにするために，灰原の縦断面図を作成した。
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A'・

1褐色土 (表土) 焼土粒(1 mm)を僅かに含む。

2明褐色土(溝覆土)賞褐色土を僅かに含む。

3暗褐色土(灰原) 焼土・炭粒(1-5mm)が中程度、縄色土を少量含む。

4暗褐色土(灰原) 明褐色土 ・焼土 ・炭粒(1 mm)を僅かに含む。

5暗褐色土(流入土)

6明縄色土(地山)

1褐色土 (表土) 焼土粒(1 mm)を僅かに含む。

2黒褐色土(灰原) 焼土粒(1-lOom)を多量に含む。

第 3号窯跡灰原

3時褐色土(灰原) 焼土粒(1-IOmm)を多量、

窯壁片を僅かに含む。

第2・4・5・6号窯跡灰原

4暗褐色土(流入土)焼土粒(1-2mm)を僅かに含む。

5明褐色土(地山)

B，.~.OOm 

(第 6トレンチ)

。

第 4図 第5・6トレンチ土層断面図

58∞~ 'A 

58∞~'B 

56.00m 

5m 

その後，全体の実測図を作成し，写真撮影 ・遺物取り上げを適宜実施して， 11月9日より，作

業が完了したところから随時埋戻し， 11月11日にテント等の撤去や器材の搬出を行い，現地に

おける調査を終了した。なお，埋戻し作業は急斜面のため一部難行して，その部分については

杭 ・貫板 ・土納袋を使用して，土留めを行った。

整理作業は，11月12日より図面整理とともに水洗から開始した。 11月15日以降，注記 ・復元

も開始して，基礎整理は11月30日に終了した。11月17日より遺物実測，拓本， トレース，写真

撮影，表 ・挿図 ・図版作成を順次実施して， 12月28日に原稿執筆を完了した。
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III.各調査区の調査

1.第 1調査区

検出された各窯の概要については，次章で記すこととし，本章では各トレンチの調査概要に

ついてのみ言己すこととする。

(1)第 lトレンチ ・第 2トレンチ

6基の窯跡が確認された斜面上部に，関連遺構の有無を確認するために設定した 1x10m及

び1x6mのトレンチである。表土を約50cm掘り下げたところで地山面(木下部層)を確認した

が，遺構 ・遺物は全く検出されなかった。

(2)第3トレンチ

第 1------6号窯跡以外の窯跡及び関連遺構の有無を確認するために，ほぽ林道に平行して設定

した 1x10mのトレンチである。第 1号窯跡に隣接しているため遺物の出土も想定して慎重に

掘り下げ，約50cmで、地山面を確認したが，遺構・遺物は全く検出されなかった。

(3)第4トレンチ

第 1号窯跡の灰原の範囲を確認するために 2X2mのトレンチを設定した。表土を約 1m掘

り下げたところで地山面を確認した。遺構・遺物は全く検出されず，灰原もこの区域までは広

がっていないことが判明した。

(4)第5トレンチ

第 l号窯跡の灰原の範囲及び地山面の傾斜角を確認するために 3x10mのトレンチを設定し

た。地山検出面は地表より約50cmであり，傾斜角は現地表と同様であることが判明した。灰原

については次章で詳説するが，範囲は斜面中腹までであり，谷までは及んでいなかった。遺物

は，灰原範囲外ではほとんど検出されなかった。

(5)第 6トレンチ

第 2------6号窯跡の灰原の範囲及び地山面の傾斜角を確認するために 3X16mのトレンチを設

定した。地山検出面は地表より約50cmであり，傾斜角は，第 5トレンチと同様に現地表面と一

致した。灰原については，大きく二層に分かれ，出土遺物は上層が瓦，下層は須恵器が大半を

占めた。不明の点も残るが，上層は第 3号窯跡，下層は第 4号か 6号窯跡の灰原と推定される。

灰原は，斜面中腹までであるが，斜面下部からも流れ込んだ遺物が出土したので，谷部も含め

て1x4mのトレンチを設定し，遺物の出土する範囲の確定に努めた。その結果，それほど密

ではないが，谷部まで須恵器を主体にした遺物が存在していることが明らかとなった。

(6)第7トレンチ

第2------6号窯跡の灰原範囲を確認するために 2X7mのトレンチを設定した。地山検出面は

地表面より約50cmであり， トレンチほぽ中央部まで灰原が広がっていた。これによって，矢那
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南窯跡の東限が明らかになったといえる。

2.第 2調査区

この地区は，筆者が 7年前に布目瓦を表面採集した地点であり，今回の調査の際にも地元住

民の石井新一氏より窯の存在の指摘を受けた場所でもある。そこで，林道壁面を精査したとこ

ろ，炭化物と焼土が混入した落ち込みを確認したので，その性格を解明すべく 4x3mのトレ

ンチを設定して掘り下げた。表土下約60cmで地山面となり，落ち込みを中心に精査を実施した

が，窯跡等の遺構の検出には至らなかった。

。 10m 

第 5図 第l調査区各窯跡の位置と現況実測図
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IV.検出遺構・遺物

今回の調査では，6基の窯跡を確認するとともに，それに伴う瓦・須恵器が出土した。以下，

切り合い関係等から第 1，2・5，4， 3・6号窯跡，灰原内出土で窯を特定することのでき

ない須恵器，灰原直上出土の須恵器，表土出土の須恵器の順に説明する。

1.第 1号窯跡(第6，7図図版6，7， 12 第 1表)

位置と保存状況 窯跡群の一番西側に位置する。標高は焚口床面で57.5m，窯尻確認面で61.3

m，窯体主軸方位はN-20'-Eである。燃焼部は林道と水道管埋設坑によってかなり破壊され

ているが，前庭部は良好に保存されており，焼成部は地表面から窪みとして確認されるほど保

存状況は良好で、ある。灰原も一部が檎の植林によって壊されているのみで保存状況は良い。

窯体の構造 確認調査段階の所見としては，地下式無階無段害窯である。窯体長は推定で6.5

m である。焚口は床幅でO.85m で側壁は床面より約O.4m 残存しており，傾斜角は 7~8'で前

庭部に続いている。林道によってかなりの削平を受けており，特に焚口と前庭部の境界付近は

水道管埋設坑により幅30cmほど切断されている。焼成部は試掘坑地点の床幅で1.25mを測り，

床面は一枚で青灰色に還元されているが，良好な焼成面は形成されていない。傾斜角は25。であ

る。試掘坑では地山面から深さ1.6mで窯床となっている。側壁は，赤褐色に堅く焼きしまって

おり，床面より鋭角に直線的に立ち上がっている。天井部は完全に崩落しているが，床面から

の高さは，側壁の状況及び天井上部地山の崩落状況から約 1mと推定される。

構築方法は，台地斜面をくり抜いて，その底面に白色粘土を貼って窯床を平坦にしている。

床面からは，平瓦・嬰斗瓦がまとまって出土しているが，いかにも敷き詰めたようであり，本

窯跡で焼成したものではなく，構築時の床面補強ないしは焼台として使用されたものと推定さ

れる。

灰原 前庭部から続く台地斜面に不整形に広がっており，中腹で止まっている。他の窯跡

の灰原との重複関係はなく，焼成回数も少ないせいか厚いところでト45cmしかない。

出土遺物 須恵器は窯内及び灰原内からは破片以外は出土していなしh。ただし，灰原直上か

ら出土した第四図 1~7 については，灰原内から出土したと考えて差し支えなく，本窯跡で焼

成した可能性が高い。

瓦は，本窯跡に関連するものとして隅切平瓦C，製斗瓦C，平瓦C，丸瓦Bがある。ただし，

前述のとおり試掘坑窯床から出土したものは床面補強ないしは焼台として，他の窯跡で焼成さ

れたものが持ち込まれた可能性が高く，本窯跡で焼成されたものとは考えにくい。嬰斗瓦(2・

3 )は横幅にバラエティがあり，大棟の形態を窺わせる。平瓦(4 )は， 2号窯跡(11) と同様

に隅がL字形に切られた結果，通例の平瓦とは異った形態になっており，別種類の道具瓦の可

能性がある。

- 12 
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焼成部土層観察

l時褐色土 o也山崩落土)僅かに褐色土がi昆入。

2暗褐色土 o也山崩落土) 1よりも明るく僅かに褐色土が混入。

3明褐色土 (地山崩落土)下層に行くに従って貨灰色の色調に近くなる。

4暗赤褐色土 (天井崩落土)焼土を主体とする。明褐色土が若干混入。

窯壁片も少量混入する。

5暗褐色土 (焼成面) 細かな焼土粒が混入。側面は赤褐色であるが、

6白色粘土 (裏込)
焚口部土層観察

l暗褐色土

2暗褐色土

3黒褐色土

4赤褐色土

5赤褐色土 (焼成面)

底面は僅かに灰色の面がみられるのみである。

しまりがある。

焼土炭粒を中程度含む。

窯壁片・瓦片、焼土を多量に含む。

多量の炭片、焼土が中程度含む。

褐色土の中に多量の焼土塊・焼土粒がみられる。

非常に硬質で一部に背灰色面が認められる。

第 6図 第l号窯跡平面図及び断面図

13 
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号種別 凸画縄タタキ 凶面布 目
特徴的な調整 胎土 色調 焼成 備 考

本:15凹 経糸本/加 瞳島本/l:m

隅切平瓦
凹面の端面，側面にそって布の端が確認できる。端面に こまかい砂粒， 淡黄褐色 軟質

l 8 20 24 不規則な草状圧痕がつく。 枚作りの平Eの隅を斜めに 白色針状物質混
C おとしている。 じる。

2 喫 斗 瓦
側面の一方と端面にそって四面の布の端が表われており， 非常にこまかい 淡黄褐色 軟質 平五分割喫斗E

10 この嬰斗瓦が本来凸型台を使用した 枝作りの平瓦を分 砂粒めだっ。
C 

割したものであることがわかる。

3 関 斗 瓦
凹面に平瓦を分割する際の目安か線あり。両側面とも凸 非常にこまかい砂 淡黄臨色 軟質 平瓦分割担斗瓦

10 20 20 面から分割の線を入れー門商まで達していない。その部 粒めだっ。白色針
C 分は分割のまま未調整。 拭物質混じる。

平 E 門商の布は，端面にそって端が確認でき，布を補修した 白色針状物質混 淡青灰色~暗セ やや硬質 同じ布綴の平瓦

4 9 19 22 と思われる布綴あり。側面の片方は雑な仕よげになって じる。 ピア色 が2号窯出土品
C おり ，形からも隅がL字形に切られたものかと考える。 の中にあり。

丸瓦 凸面は側面に平行する縄タタキの桂，ヘフケズリ，縄タ 石英粒ごく混じ 淡黄禍色 軟質

5 18 20 タキのほとんどが消されるが，一部残る。凹面布経糸が る。
B みだれて粗密が著u、。

第l表第 1号窯跡出土瓦観察表

窯跡の性格 焼成面及び灰原の形成状況から，修復はなされていない。灰原からは，須恵器

と瓦類が混然と出土している。試掘坑窯床と灰原内出土瓦を詳細に比較検討しなければ断定は

できないが，灰原内出土瓦がすべて二次的使用とは考えにくく ，本窯跡は須恵器と瓦類を同時

に焼成したものと考えたい。

2 . 第 2 号窯跡(第 8 ~1l図図版 6 ~ 8， 10， 12~ 14 第2表)

位置と保存状況 窯跡群の中央に位置する。標高は焚口床面で57.6m，窯尻確認面で60.9m，

窯体主軸方位はN-120
- Eである。第 5号窯の上部に構築している。保存状況については，隣

接する第 l号窯跡と同様である。ただし，水道管埋設坑は，焚口を外れて前庭部を切断してい

る。

窯体の構造 第 1号窯跡と同じく地下式無階無段害窯である。窯体長は推定で5.5mである。

焚口は床幅で0.87mで側壁は床面より約0.3m残存しており ，非常に堅織に焼きしまっている。

傾斜角は 4~5 0で前庭部に続いている。焼成部は試掘坑地点、の床幅で1.15m を測り，床面は一

枚のみで，焼成面は形成されているが焼成度合は弱い。試掘坑では，地山面より 1.4mで窯床が

検出されており ，傾斜角は15。前後を測る。北側の床幅が南側より 10cm程狭くなっており ，奥壁

にかなり近い位置と推定される。側壁は，地山が赤褐色に焼きしまっており ，床面より僅かに

内脅しながら，ほぽ直角に立ち上がっている。床面より 0.4mの高さまで残存しており ，その状

況及び天井上部地山の崩落状況より ，天井の高さは 1m弱と推定される。

構築方法は，第 5号窯跡が台地斜面をくり抜いていた害を利用して，第 5号窯跡窯床より高

さ約20cmのところで、両側に約15cm拡幅している。さらに第 5号窯体内に細かな焼土粒と黒色小

石を混入する黄褐色土で貼床をし，窯床を平坦にしている。焚口においても，同様の貼床をし

ている。窯床からは，第 l号窯跡と同様な状態で平瓦が出土している。

灰 原 前庭部から続く台地斜面に扇を半分聞いたような形で広がっている。両側の範囲は

判明したが，東側は第 3，4， 6号窯跡の灰原と重複しており ，範囲は不明でbある。

- 15 -
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1暗褐色土 (地山崩落土)賞褐色スコリアが僅かに混入する。 10暗赤褐色土 (2号焼成面)焼土粒を主体とする粘性

2明褐色土 (地山崩落土) のない土。上面より多量

3褐色土 (地山崩落土)僅かに暗褐色土を含む。 の瓦が出土し、須恵器の

4暗褐色土 (地山崩落土) 1よりも暗い暗褐色土が多量に含まれる。 小破片がみられる。

5褐色土 (地山崩落土) 3よりも僅かに暗〈、小石を含む。 11賞褐色土 ( 2号貼床) 細かな焼土粒と黒色小石

6明褐色土 (地山崩落土)褐色土の中に貰褐色土が混入する。 を含む。

7暗賞褐色土(地山崩落土)貰褐色土と褐色土が半々の土。窯壁片が憧かに浪人する。 12暗赤褐色土 (5号焼成面)赤褐色と背灰色土の硬質

8暗赤褐色土(天井崩落土)暗赤褐色の窯壁片的中に暗黄褐色土が少量浪人する。 面に賞褐色土と焼土塊が

9黒褐色土 炭片を主体とし、細かな焼土が混在する。 混入。

13白色粘土 ( 5号貼床) しまりがある。

第 8図 第2・4・5号窯跡平面図及び断面図(1)

- 16 
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l褐色土 焼土粒を中程度、窯笠片を僅かに

含み、須恵器を多量に含む。

2暗灰色土 (焼成面)非常に硬い面。

ー
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、
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2号窯跡焚口土層観察

l暗褐色土 最土・炭片を多量に含み、窯壁片を中程度、明褐色土・貰褐色土を少量含む.

2褐色土 焼土・炭片を多量に含み、窯壁片を中程度含む。

3褐色土 細かな焼土を多量、窯壁片を僅かに含み、瓦を多量に含む。

4暗赤褐色土 (焼成面) 非常に硬く、背灰色・黒灰色め部分認められる。

5暗褐色土 (貼床) 焼土塊・焼土粒・炭片、須恵器を多量に含む。

2・5号窯跡灰原等土層観察

l暗褐色土 ( 2号灰原) 最土 田民片を多量、窯壁片を中程度、明褐色土を少量含む.瓦片が大量に

みられ、須恵器片が認められる.

2暗赤褐色土(2号灰原) 細かな量土が大量に存在し、民片と窯壁片が置かにみられ、瓦片と須恵器

片が多量に認められる.

3暗褐色土 ( 5号前庭部)炭片が多量に、細かな焼土が少量、瓦片と須恵器片がみられる。

4暗褐色土 ( 5号前庭部)細かな捜土が大量に存在し、民片と窯壁片、須恵器片が僅かに認められる。

5暗褐色土 ( 5号前庭部)民片を多量に、捜土・窯壁片を中程度含み、瓦片と須恵器片が存在する.

第 9図 第2・4・5号窯跡平面図及び断面図(2)

出土遺物 須恵器は窯内及び灰原から散漫な散布状況で検出されている。坪C1 (l)高台付

坪(2 )があるが，出土状況及び遺存度等から判断して，本窯跡で焼成したものとは考えにく

し〉。

瓦類は，本窯跡に関連するものとして，平瓦A・D，丸瓦A.B，畏斗瓦C，隅切平瓦Cが

ある。隅切平瓦 (11)は，広端面が一方は斜めに切られ，他方が広端面に直角に切り落とされ

ており ，別種類の道具耳の可能性がある。

窯体の性格 焼成面の形成状況から，修復はなされていない。灰原からの出土は瓦類が圧倒

的に多く ，須恵器は少ない。窯内の状況も同様である。したがって，現段階では瓦専用窯と考

えておきたい。

-17 -
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第11図 第2号窯跡出土の須恵器・瓦(2)
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5器 種
法量

遭存度 特徴的な調畳 胎 土 色調 焼土 欄 Jf 
口径四器高田底径 叩

埠 13.5 底部見 底部全面に回転へフケズリ。 細砂位を多〈青む. 内外面背灰色 やや硬質

CI 断面セピア色

2 高古付時 (高古径}底部垢 白色砂位 ・白色針状物曹を 内面~断面灰色 やや軟質

10.1 含む. 外面波背灰色

3 '-P 17.8 ロ縁部体~ 径 l園前挫の小石 ・石英粒 内外画決明褐色 軟質
部地 -白色針状物置を含む.

号 橿 別
凸面 蝿タタキ 凹函布目

特徴的な調整 胎土 色調 焼成 備 :号
本 50・量長本 30・陣糸本30・

4 平瓦 14 四面の端面.側面にそって布の端が醜られ 石英等の砂粒をかなり 暗縄色 軟質 凸面のタタキは細い縄

A て確認できることから.凸面型古を使用し 吉み表面サラサラした タタキで，かなり砂位

た一枚作りである.一部側面にも布の蹴が 感じ. まじる. 2号需内で3
およぶ. 占，5号鰐も I点、出土。

5 てn;: 22 凹面中央部制圃Iが著しい.側面及び側面に こまかい砂位.白色針 淡背灰色 やや硬質

D そった凹面で布の舗が確胞できる.凸扇町 状物質ご く混じる.

縄タタキはやや太L、
6 平瓦 7 22 24 凹薗の布は，側面にそって経糸が解れた布 こまかい砂位，白色針 暗灰色 やや軟質

D の端あり。凸面の縄タタキはやや太い。 状物質混じる.

7 平E 12 22 18 凹面白布に補修したものか布綴あり.隅が こまかい砂位混じる。 赤褐色 やや軟質 同じ布綴じがあるが凸

B 8団ほど斜めに切られている.凸面の縄タ 面の縄タタキのらがう

タキは量複しているが細いものである。 ものが l占1号鼎内か

らも出土。

8 丸E 24 24 凸面は制面に平行してナデ.そののちにへ こまかい砂位混じる. 灰色~淡黄色 やや硬質 凸面に縄タタキが残る

A ラケズリがおこなわれ.タタキ不明 側面 裏面サラサラした感じ タイプとは別.

の一方が斜めに切られている.週具Eか.

9 丸耳 凸面は幅3田ほどのヘラケズリで仕上げら こまかい砂位混じる. 灰色~淡黒色 やや硬質

B れているが，縄タタキの痕跡が若干残る.

舗面に細かくスジ状の圧痕がつ<.

10 型斗E 8 20 26 凹面には，平瓦から分割する際の工具の痕 こまかい砂粒，白色針 機褐色~演黒色 敵置 平瓦分割型斗瓦。

C が6本ほど残っている.側面の一方は凹面 状物費混じる. 生焼か。

から布がまわっている.他方は中ほどまで

工具が入り凸面倒の半分は来網整で分割痕

が曙っている。

11 隅切平E 9 20 22 凹面の布に広舗面から中央部にか付て補修 こまかい砂位混じる. 淡貰褐色 軟質 第 7図4の平瓦の布綴

C のためか布錨あり.広端面は，ー方が斜め 白色針状物慣も混じる。 と同じである.

に切られ，他方が広端面に直角に切りおと 平瓦全悼の大きさを知

されている. り樽る。

12 平E 6 20 22 凹薗布目の下に弱〈糸切り痕残る.端面は こまかい砂粒めだっ。 灰色~淡賞褐色 軟質

D 製作時凸型台の型からはみだした粘土を縞 白色針状物質混じる。 ~淡黒色
薗におしつけ，その憧ヘラケズリ.その上

に置状圧痕あり.

第2表 第2号窯跡出土須恵器(上)・瓦(下)観察表

3.第 5号窯跡(第 6，8， 9. 12， 13図図版6，8， 13 第 3表)

位置と保存状況 第2号窯跡の真下に位置する。当初は，第2号窯第1次窯と呼称していが，

窯跡の性格の違いも認められたので，第5号窯跡とした。両窯跡は，方向は一致しているもの

の，第2号窯跡の焚口の下は第 5号窯跡の灰原となっている。窯尻の確認位置からみて，両窯

跡の焚口の位置が，大きくずれているとは考えにくく，第5号窯跡の焚口のほうが， 1m程北

に寄っていると考えたい。窯体主軸方向は，第2号窯とほぼ一致するが，かなり の部分が第 2

号窯の構築によって破壊されている。

窯体の構造地下式無階無段害窯と考えられる。窯体長は推定で5mである。焚口は，第2

号窯跡のために確認することができないので，水道管埋設坑を中心に，灰原の状況を確認する

ために掘り下げたところ，主軸上に20x 15cm，窯の中軸に対して 1mの間隔を有して左右対称

の位置に60X80cmの土坑が確認された。これらの土坑は，いずれも共通の覆土を有し，炭片 ・

焼土 ・窯壁片を含んでいる。また，住痕跡も確認されていないことから，操業が停止されるま

で開口していたと判断される。性格は不明であるが，土層断面から本窯跡に伴うこ とは確実で

ある。焼成部は，試掘坑地点の床幅で1.0mを測り，焼成面は一枚であり，赤褐色を基本として

- 20-



一部青灰色となり，堅織に焼きしまっている。試掘坑では，地山面より 1.7mで窯床が検出され

ており，傾斜角は13'である。側壁は，赤褐色に焼きしまっており，床面より鋭角に直線的に立

ち上がっている。

その床面に白色粘土を貼って窯床を平坦にしており，台地斜面をくり抜いて，構築方法は，

第 1号窯跡と全く同じ方法である。

須恵器は，窯内等からかなり大量に出土している。種類も，坪A1・BII・C出土遺物

1 ，高台付杯 BI，蓋AII・B1・CI， 境Bと豊富で，坪(4 )には，底部内面に焼成前に

三二二ゴ---言 摂

へラ書きされた「下」の字が明瞭に見られる。

¥記」

月三t~

〆行??t主~

ノそ三二土三三i当』ー

園前J

11 

lOcm 

(寸ト11出i)

。

¥ 固圃圃圃圃圃圃..  

'"， 一一一一一一一一、2

主
ト
」
|

官
¥¥て、

只三長

第5号窯跡、出土の須恵器

- 21一

第12図



2 

犠鞍務毒事

3 

6 

(1-6灰原土坑内出土)

A揺さ~.
鰹醤堕塁喪~

第13図 第5号窯跡出土の瓦



き器種
法量

遺 存 度 特徴的な調整 胎
口径 cm器高 cm底径 cm

土 色 調 焼成 備 考

斗 13.0 3.9 10 s 底部全面に手持ちへラケズリ。 細砂粒，白色針状物 内外面灰色~暗灰 やや軟質

BlI 質を多く含む。 色

2 2不 7.8 底部九 底部全面及び体部下端に回転へ 細砂粒，白色針状物 内面灰色~褐色 やや軟質

AI ラケズリ。 買を多く含む。 外商灰色

3 材、 13.8 口縁部~体部ys 細砂粒，白色針状物 内外面淡暗褐色~ 軟質

A 1 ? 賀を吉むロ 黒色

4 f不 14.0 底部 y， 底部全面回転へフケズリ。 細砂粒を多く含み， 内面談暗褐色 軟質 底部内面に，焼成前

C 1 白色針状物質も含ま 断面~外面淡明褐 ヘラ書き「下」あり。

れる。 色

5 高台付岬 (高台径)底部河 細砂粒を多く吉む。 内外面暗灰色 硬質

B 1 10.4 

6 高"付，+ 15.6 口縁部~体部外 細砂粒，白色針状物 内外口縁部暗灰色 やや硬質

買を含む。 内外面体部灰色

7 '.f'つ 19.4 口縁部~体部泊 口縁内面端部に沈線が巡る。 細砂粒を多〈含み， 内面~断面談明褐 軟質

白色針状物質も吉ま 色~黒灰色

れる。 外面淡暗褐色

8 2売 17.1 口縁部~体部ys 口縁端部は外方に号|き出され， 細砂粒，白色針状物 内外面灰色~背灰 硬質 口縁部から体部外面

B 端部内面には沈綿が巡るロ 宵を多く吉む。 色 にかけて灰会被る。

体部下端に回転へラケズリ。

9 蓋 12.2 天井部~端部河 天井部外面全面に手持ちへフケ 細砂粒，白色針状物 内外面育灰色~暗 硬質

AlI ズリを施した後にナデを加える。 買を含む。 灰色

10 葺 15.0 天井部~端部河 天井部外面に回転へラケズリ。 細砂粒を多〈含む。 内外面灰色~晴灰 硬質 内面に火陣痕あり。

B 1 色

II 蓋 19.4 天井部~端部括 細砂粒，白色針状物 内面淡暗褐色 軟質

CI 質を多く含む。 外面~断面黒灰巴

~淡明褐色

号極別 凸面絹タタキ 凹 面 布 目
特徴的な調整 胎 土 色調 焼成 備 考

本/5"， 桂糸本 1団.糸本 3"，

平瓦 15 20 20 凸面の縄タタキは細かし中央部で方向が遣う こまかい砂粒 白色 灰色~淡黄褐色 やや軟質 焼き台として使用。

A ものが重なる。凹面白側面近くで経糸が密にな 針状物質混じる ~淡黒色

る。凹面の中央部が径約10cmほど黒くなる。

2 平瓦 16 22 20 凸面のタタキは細かし一部左下りのものと端 こまかい砂粒めだっ 表面黒色 硬質

A 面に直角方向のものが重複する。端面に凸型古 断面セピア色

の型と思われる細かいスジあり。

3 平瓦 9 22 20 凹面挟端面近くで緯糸がみだれ粗・密が苦しし、 こまかい砂担・白色 灰色~淡黒色 やや硬質

C 側面に平行する布の端が輔られ一部側面までお 針状物質混じる

よんでおり一枚作りである。

4 平瓦 10 20 18 側面倒で経糸が若干みだれ置になる。中央部に こまかい砂粒 ・白色 淡黄褐色 軟質 焼き古として使用。

C 6 x 8cmほど円形に集い部分あり，焼き台とし 針状物質混じる。

て使用されたものか。 ごく金書母混じる。

5 平瓦 10 凹面の布は，経糸がみだれ粗・密が著しい。側 こまかい砂粒 ・白色 談黄褐色 軟質

C 面にそって解れた布の端が確認できる。端面ま 針状物質混じる

で布がかかる。

6 喫斗E 10 17 20 凹面の布に布綴あり。側面は 方がへラケズリ。 こまかい砂粒 白色 談褐色~赤褐色 やや硬質

C 反対側には特に分割時白線等なし割ったまま 針状物質混じる。

の面が残り未調整。

第 3表 第 5号窯跡出土須恵器(上)・瓦(下)観察表

瓦類は，平瓦A・Cと嬰斗瓦Cが前庭部土坑内から出土している。この中で特に注目される

のが平瓦 (1)，(4)である。平瓦を約12cm角に分割したもので，凹面中央に(1 )は径10cm，

(4 )は径 8cmのほぽ円形の黒斑が認められる。この黒斑は，それぞれBタイプ， Aタイプの坪

の底部及び高台付坪の高台部の径と一致し，これらの土器が正位の状態で焼成された際に残さ

れた痕跡と考えられる。したがって，(1)， (4)は須恵器を焼成した際に焼台として使用した

ものと判断される。他の出土瓦をみると，大小の差はあるも のの，(3) を除いていずれも

( 1 )， (4) と同様の形態であり ，同じ用途が推定される。(3) についても，もともとは二分

割されていたものであり ，同様に考え られる。よって，本窯跡出土の瓦の多 くは焼台として使

用されたものと考えて差し支えない。

十 23-



窯跡の性格 焼成面の状況から，修復はなされていない。須恵器の出土量が多く，瓦類の多

くは焼台であることが明らかとなったので，本窯跡は須恵器専用窯と判断したい。

4. 第 4号窯跡(第 9，14図 図版6，9~11 第 4表)

位置と保存状況 第 2・5号窯跡と第 3・6号窯跡の中間に位置している。第 2・5号窯跡

灰原に切られている。林道等によって焼成部の一部を残して全壊している。残存している焼成

部床面で、標高57.4m を測り ， 第 1~3 ， 5号窯と比較すると一段低くなっている。林道北側斜

面でも本窯跡の窯体は確認されず，土層断面を観察すると窯床の傾斜が北側で強くなっている

ことから，奥壁にかなり近い部分が残存しているものと推定される。

窯体の構造 一部しか残存していないため無段であること以外不明である。ただし，焼成面

は暗灰色土に還元されており ，非常に堅撤に焼きしまっている。素掘で，窯床等には貼床はな

されていない。

灰 原 特定することはできなかったが，第 3・6号窯跡前面に広がる灰原の下層の一部は

本窯跡の可能性がある。

出土遺物 須恵器のみ出土しており ，

ヒ£二

ミプ」二1

第14図

しかも窯体が僅かしか残存していないにもかかわらず，
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号器種
法量

遺存度 特徴的な調整 胎 土 色 調 焼成 備 考
口笹 cm器高明底径 cm

1 時 10.2 
底部 '" 

底部全面に手持ちへフケズリ。 径 1皿日'J桂の小石 ・ 内外面灰色 やや硬質

白色砂粒 ・白色針状

BlI 物質を含む。

2 高台付時 13.8 4.3 (高台径)

'" 
口縁端部に沈輔が巡る。 細砂位・白色針状物 内面~断面 軟質

9.1 底部回転へラケズリの後，高台 質を多く吉む。 灰白色~暗灰色

B をハリツケ，回転ナデを加える。 外面灰白~黒灰色

3 高台付叫 13.5 4 (高古径)

'" 
口縁部内面端部に桂線が巡る。 細砂粒・白色針状物 内面~断面灰色 硬質

9.5 費を多く吉むロ 外面背灰色

B 

4 高台付時 12.3 口縁部~体部 ys 口縁部内面端部に桂線が巡る。 細砂粒・白色針状物 内外面灰白色~黒 やや軟質

質を多〈含む。 灰色

B 

5 境 15.8 口縁部~体部沌 体部下半に回転へラケズリ。 細砂粒 ・白色針状物 内外面灰白色~暗 軟質

質を多く含む。 灰色

A 

6 蓋 19.1 予4 天井部外面に回転へラケズりの 細砂粒，径2醐 -5 内外面灰白色 やや軟質

桂，ツマミをハリツケ，回転ナ 耐の小石が含まれる。

CI デを力口える。

7 董 19.4 天井部~端部 ys 天井部外面に団転へフケズリ。 細砂粒，白色針状物 内外面青灰色~灰 硬質

質を多〈吉む。 色

CI 

8 短顎壷 7.2 口縁部~肩部元 ロ縁端部に沈線が巡る。 細砂粒を多〈含み， 内面~断面灰色 硬質

肩部内面に指頭痕あり。 白色針状物質も安置 外面暗灰色

含まれる。

9 費 21.8 口縁部~頚部 y， 頭部内面下端部に指頭痕あり。 細砂粒を多く含む。 断面暗灰色 硬質 内外器表面には

内外面黒灰色 薄〈灰を被る。

第4表第4号窯跡出土須恵器観察表

かなり多量に見つかっている。坪 B!I，高台付杯B，f;宛A，蓋 CI，短頚査，聾と器種も豊富

に出土している。高台付杯はすべて口縁部内面端部に沈線の巡るもので，短頚壷は本窯跡で唯

一の出土である。

窯跡の性格 窯床直上及び窯床面から須恵器のみが多量に出土しており，須恵器専用窯であ

る。

5. 第 3 号窯跡(第15~17図図版 6 ， 9， 13 第5表)

位置と保存状況 窯跡群の東端に位置する。標高は焚口と考えられる地点で57.2m，窯尻確認

面で61.8m，窯体主軸方位はN-260-Wである。第6号窯跡の上部に構築している。保存状況

は第 2号窯跡と同様であるが，焚口は撹乱によってかなり破壊されている。

窯体の構造 焼成部の調査がなされていないため不明である。ただし，燃焼部の土層断面か

ら推測すると半地下式の可能性がある。窯体長は，焚口から窯尻確認面まで計測すると 9m以

上あり，窯尻部はかなり大きく崩落していることが想定される。燃焼部は床幅で約1.lmを測

り，床面は還元されて青灰色土となり非常に堅撤に焼きしまっている。傾斜角は18。で，焚口に

続いている。よって無階の可能性が高い。側壁の遺存状態は悪く，西側でわず、かに残っている

のみである。

灰 原 前庭部から続く台地斜面に扇を半分聞いたような形で広がっている。第 6トレンチ

の説明でも触れたが，この灰原は上下二層に分かれており，上層は瓦が出土遺物の大半を占め

本窯跡の灰原となっている。厚さは，最大で、50cm前後である。

出土遺物 須恵器は少なく，実測できたのは一点のみである。覆土内からの出土であり，本



A.- 5850."2. A' 

グ
57.5也 B'

戸し
5850.."2. c' 

.-B' 

.-B' 

。

1暗褐色土 (池山崩落土)黄褐色粘土、焼土・炭粒が混入するの

2明褐色土 (天井崩落土)焼土粒、瓦片が多量に混入する。

3明貰ー褐色土(天井崩落土)明褐色土の中に黄色・赤褐色の焼土塊と

窯壁片を多量に含む。
4明褐色土 地山と同様な土の中に炭粒焼土が中程

度混入する非常に柔らかい層。

5黒灰褐色土 明褐色土の中に多量の炭片がみられ、焼

土を中程度含む。
6青灰色土 ( 3号焼成面)還元されており非常に硬質て凶ある。

赤褐色の面も存在する。
7暗褐色土 (貼床) 炭片・焼土、瓦・須恵器を多〈含む。

8暗賞褐色土(貼床) 黄色粘性質土の中に炭片・焼土を中程度

含む。
9赤褐色土 ( 6号焼成面)青灰色町面も認められる。

C 

。 2m 

第15図 第3・6号窯跡平面図及び断面図
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特徴的な調整

ちへラケズリ。

号種別 凸面縄タタキ 凹面布目
特徴的な調整 胎 土 色調

本/5団 証糸本:/3an緯糸本13佃

2 平瓦 15 18 22 端面に平行よりもやや左下りの細かい縄タタキ。 とまかい砂粒 ・白 暗灰色

A 丁寧なっくりであるが，慎骨痕はなく， 枚作 色針状物質混じる。

りと思われる。

3 平瓦 11 22 22 凸部の隅の部分ナデ。他にもこの部分をナデる こまかい砂粒 ・白 灰色

B 例あり。端面から lcm<らいのところに端面と 色針状物質混じる。

平行して幅 5皿，深さ2皿ほどで凹み。

4 平五 16 22 18 凹凸面の端面倒縁ナデ。縄タタキの細かいもの こまかい砂粒 ・白 凸面黒色

A に多くみられる。 色針状物質混じる。 凹商晴灰色

模骨痕なし。

5 平瓦 7 18 22 凹面ごく弱〈糸切り残る。端面にそって膿られ こまかい砂粒 ・自 表面淡褐色~

D た布の端の側面にそって解かれた布の端が確認 色針状物質混じる。 黒色

できる。 断面黒色

6 平瓦 自 凹面の端面にそって布の端あり。四面白端面縁 こまかい砂粒 ・白 表面淡褐色~

D に凸面型かちはみ出した粘土あり。第16図5も 色針状物質混じる。 暗褐色

同様。 断面談黒色

7 平瓦 9 端面にそって解れた布の端あり。 こまかい砂粒・白 表面暗褐色~

C 色針状物質混じる。 明褐色

断面黒色

8 平瓦 10 広端部としたが，ひらきが大きく道具瓦になる こまかい砂粒混じ 灰色

C か。厚さは広端部が番厚い。 る。

9 丸五 凹凸面ともにヒピが入り表面が荒れて調整不明 こまかい砂粒混じ 晴灰色

A 暗。凸面の縄タタキの痕跡は観察できない。 る。

第5表第3号窯跡出土須恵器(上)，瓦(下)観察表

窯跡に帰属するかどうか不明である。

焼成 備考

やや軟質

やや軟質

硬質 第14図2と同工に

よるものか。

軟置 まちがいなく 3号

生焼かつ 窯の製品であろう。

軟質 第16図5と同工に

生焼かつ よるものか。

やや硬質

軟質

便質

瓦類は，大量に出土しているが，生焼のものが多い。覆土層下部には生焼の瓦がぎっしり詰

まっており，焼成段階で天井部が崩落したと考えられる。出土瓦の種類は平瓦と丸瓦で，隅切

瓦・嬰斗瓦は少ない。平瓦はA~D まですべての種類が揃っており，丸瓦はAタイプである。

窯跡の性格焼成面の状況から，修復はなされていない。生焼のものは瓦類のみであり，瓦

専用窯と判断される。

6. 第 6号窯跡(第15，17図図版 6，9， 14 第6表)

位置と保存状況第3号窯跡の直下に位置する。当初は 3B窯跡としたが，第3号窯跡とは

窯の位置がかなりずれていることが判明したため，第6号窯跡とした。今回検出された部分は，

かなり奥壁に近い焼成部である。第 2号窯跡，水道管埋設坑及び、撹乱坑により，かなり破壊さ

れている。燃焼部等については，残存していたとしても第3号窯跡の灰原下となっており不明

である。

窯体の構造焼成部側壁のみしか調査は実施しなかったが，両側壁の間隔は，確認された範

囲の南端で1.3mを測り，奥壁に向かつて徐々に狭くなっており，角度からみて A-A'のライン

より北へ 1m程で奥壁に達するものと推定される。したがって，立地的には，第 4号窯跡とほ

ぼ同じである。焼成面は，赤褐色によく焼きしまっている。

灰 原 第4号窯跡と同様に特定することはできないが，第3号窯跡灰原の下部が本窯跡に
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種S

jι 
脇島義~~~削

。 20cm 'ZZ2 (1-3窯内より出土)

第17図 第6号窯跡窯内出土の瓦

号種別 凸面 蝿タタキ 凹面 布 目
特徴的役調整 胎 土 色調 焼成 備 考

本/5，，" 桂来本/?m 縫糸本/加

平瓦 11 20 22 端面に，凹面から続〈布が中ほどまで続く。 こまかい砂粒多量に 暗灰色~暗黄色 軟質

B 吉む。 ~黒色

2 平E 11 端面にこまかいスジ状に窪みあり。 こまかい砂粒多量に 暗灰色~暗黄色 軟質

B 凸型台の痕跡か。 吉む。

3 平E 17 18 凸面はこまかい縄タタキ。一部側面とほぼ直角 こまかい砂粒含む。 暗灰色~暗黄色 軟質

A 方向のタタキと重複。

第6表第6号窯跡、出土瓦観察表

帰属する可能性がある。

出土遺物 覆土中からは須恵器が主体に出土しているが，実測できるものはなかった。瓦類

は，平瓦A，Bが出土しているが，窯床からではなく，本窯跡に帰属するかどうか不明である。

窯跡の性格 詳細については，まとめの章で論じるが，破片ながら出土遺物の大半が須恵器

であることから，須恵器専用窯の可能性を強く指摘しておきたい。

7. 灰原内出土の須恵器(第四図 図版10，11) 

( 1 )のみが，第 2 及び 5 号窯跡に帰属し，他はすべて第 4~6 号窯跡に帰属する灰原から

出土しており，杯 B1， BII・高台付坪A I，境A・B，蓋 B1・C1がある。盤 (15) は，
註仰

本窯跡の唯一の出土である。本窯跡出土の須恵器は，市原市永田・不入窯跡と違って火棒痕が

認められるものが少ないが，蓋 (14) は内外面で火棒痕が明瞭に観察される。

8.灰原直上(表土)出土の須恵器(第19図図版10，11) 

(1) ~(7) は，第 1 号窯跡灰原直上から出土している。これらは，一括に近い状態で灰原

に食い込んで出土しており，第 l号窯跡に帰属するものと考えて問題はない。 (8) ~(19) に

ついては，第 2号窯跡から第 6号窯跡のいずれに帰属するか不明である。
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号器橿
法量

直存度 特徴的な調整 胎 土 色 調 焼 成 備考 |
口径四器高 田 底径 四

時 ヲ ロ縁部~体部 しら 細砂位.白色針状物 内外面背灰色 やや硬質

慣を多量に吉む。

2 耳? 5.1 腹部首 底部かり体部下端にかけて手持 細砂粒，白色針状物 内面~断面淡暗褐 硬質

(接地面径) ちへラケズリ。 質，径 l圃前桂の小 色

石を含む 外面暗灰色

3 時 11.4 底部 % 底部全面にF持ちへラケズリ。 細砂位を多く含む. 内外面晴灰色~セ 硬質 底部外面に灰を

ピア色~黒灰色 極り.焼き壷み

が著に使し用い。 焼き
台"、勺

4 持 12.0 底部~体部 % 底部全面に回転ヘラケズリ，底 細砂粒.白色針状物 セピア色 硬質

B 1 部中央部に回転糸切り痕残存. 置を含む.

5 埠 12.2 底部~体部 % 底部全面に手持ちへフケズリを 小石，白色針状物質 内外面背灰色 硬質 内面に自黙軸付

BII 施した後に.ナデを加える. を含む. 曹〉

6 高古付師 14.6? 6.8 9.5 同 細砂2立を多量に含む。 内外掴暗灰色 硬膏 焼さ歪みが苦し

A 1 L‘・
7 高台付岬 14.8 口巌部~体部 ¥;; ロ緑樹部に沈線が巡る. 細砂位，白色針状物 内外面灰色 硬質

AI 置を含む。

8 高古付11' (高古径) 底部~体部句 細砂粒を多〈含み， 内外面暗灰色~灰 硬質 焼き歪みが著し

A 1 11.2 白色針状物質も含ま 色 ，、.

11.る.

9 岨 15.3 口縁部~体部 % 口縁部を外方に引き出す.体部 細砂粒.白色針状物 内外面 セピア色 硬宵

A 下端に回転へラケズリ. 置を~ <含む.

10 地 17.6 ロ縁部~体部Jii 口縁端部は外方へ引さ出され. 細砂粧を多く吉む. 内面~断面灰色~ 硬置 口縁部から.内

B 繍部内面には沈線が巡る4 晴灰色 外薗体部に.灰

体部下端に回転ヘラケズリ. 外面灰色~セピア を植る。

色~県灰色

11 地 10.0 底部~体部局 底部から体部下端にかりて回転 組砂位を多く含み， 内外面暗灰色 硬質

B (接地面径) へラケ式') 白色針状物質も含ま

れる.

12 董 天井部 l.{j 天井部外面に回転ヘラケズリの 細砂位，白色針状物 内面~断面暗灰色 やや軟質

後，ツマミを，、リツケ，回転ナ 置を含み.径 l園前 外面灰白色

デを加える。 後の小石も含む。

13 蓋 15.0 J'F1 ' 天井部外面に回転ヘラケズリの 細砂粒を~<含み. 内面~暢部暗灰色 硬質

日I 後.ツマミをハリツケ.回転ナ 白色針状物質も含ま 外面~断面灰色

デを加える. /，る.

14 蓋 19.1 天井部~端部同 天井部外面に回転へラケズリ。 細砂肢を多く含み， 内面~断面灰色~ 硬質 内外面端部付近

C 1 白色針扶物質も含ま 黒灰色 に火樺痕あり。

れる。 外面~断面灰色~

セピア色~黒灰色

15 盤 15.9 口縁部~体部地 ロ縁部が強〈外月に引Z出され 細砂位，白色針状物 内外面灰白色 軟膏

る。体部外面の一部には.組い 置を昔L'.

縦方向のナデが加えられる.

第 7表 灰原内出土須恵器観察表

これらの須恵器を観察すると， (13)， (15)に火棒痕が認められるほかに，特に注目される点

が二つある。第ーは，(5)の底部である。回転へラケズリ調整が全面に施されているが，回転

へラケズリを施す際にへラ状工具の先端の凹凸によ って生じた沈線が数条巡っている。これは，

単に偶然の所産なのか不明であるが，意識的に施した可能性も否定できない。第二は，(3)と

(10)の回転糸切痕である。この二点は，底部は回転糸切り無調整のもので坪AIIIとして分類し

ている。窯跡出土品なので，完成品と考えて問題はないが，普遍的須恵器坪Bタイプ製作技法

を知る上で貴重な資料であり，概略は以下のとおりである。

ロクロ台の上に径約 6cmの円柱を据え，その上に粘土紐を積み上げて， (3)と同じよ うな形

態に成形する。成形後回転糸切りをして，糸切り面と周辺の段を消すために，回転ないし手持

ちへラケズリ調整を施し，(9)のような形態となる。その後，さらにケズリ上げて底部全面及

び周縁へラケズリ調整された坪として完成される。高台付杯は，この後に高台を貼付している。

本窯跡の出土の杯類は，基本的には以上のよ うな製作技法を用いていると考えている。
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番
器積

法 量
遭存度 特徴的な調整 胎 土 色 調 焼 成 備考号 口窪田器高 cm底径 cm

1 tイド 12.2 8.8 ロ縁部~体部比 底部に手持ちへラケズリを施し 細砂粒，白色針状物 内外面灰色 やや軟質

AII た桂，ナデを加える。 質を含む。

2 r平 8.8 底部~体部 % 底部全面に手持ちへラケズリ。 細砂粒を多く含み. 内外面晴灰色 やや軟質

AII 白色針状物質も僅か

に含まれる。

3 I不 6.2 底部~体部 % 底部回転糸切り，無調整。 細砂粒，白色針状物 内外面暗灰色 硬質

AIII 質が多く，径 3mm前

後の小石を少量含む。

4 上不 13.8 底部~体部沌 底部に手持ちへラケズリ。 細砂粒を多〈吉む。 内外面灰色 硬質

CII 

5 '" 12.2 底部~体部 底部全面に回転へフケズり。 細砂粒，白色針状物 内外面青灰色 硬質 底部外面に焼成

%'"垢 質を吉む。 前線刻Cx，あり。

6 境 17.2 6.9 10.5 '" 
口縁部は，強く外方。こ号|き出き 細砂粒，白色針状物 内外面灰色~青 硬質

C れ，底部には手持ちへラケ;;(') 質を多く吉白。 灰色

が施される。

7 蓋 荒井部~ツマミ 天井部外面に回転へラケズりを 細砂粒を多く含み， 内外面灰色 硬質

(頂部) X 施した桂，ツマミをハリツケ， 径 1"前後の小右を

回転ナデを加える。 少量吉む。

8 '1下 12.2 口縁部~体部 ;，; 組砂粒を多く含み， 内外面灰色 やや軟質

A 1 白色針状物質も少量

含まれる。

9 t(; 13.7 3.8 6.4 % 底部回転糸切りの後，手持ちへ 細砂粒，白色針状物 内外面灰白色 やや軟質

BII (10.3) ラケズ')を施す。底部外面中央 買を多く吉む。

に回転糸切り痕を残す。

10 上不 7.5 底部 ).;f 底部回転糸切り，無調整。体部 細砂粒，白色針状物 内外商黒灰色 やや軟質

Alll 下半に切り離しの際に糸がすれ 質を多〈含む。

た痕跡が明瞭に残る。

11 t(; ¥0.2 底部~体部 ys 底部企画に回転へラケズリ。 細砂粒を多く含む。 内外面暗灰色 硬質

C 1 

12 高台付岬 (高古径)底部 % 細砂粒，白色針状物 内外面灰白色 やや軟質

9.1 質を古む。

13 高台付勾、 13.3 4.0 (高古径) !6 細砂粒，白色針状物 細外面暗灰色 硬質 体部内面に火律

B 9.3 買が多く，径 l四前 痕あり。

後の小石も少量吉む。

14 蓋 天井部 ys 天井部外商に回転へラケズ')を 細砂粒，白色針状物 内外面灰色 やや軟質

施した桂，ツマミをハリツケ， 置を多く吉む。

回転ナデを加える。

15 蓋 14.4 端部~天井部活 天井部外面に回転へラケズ ')0 細砂粒，白色針状物 内外面灰色 硬質 端部外面~天井

81 質を多く含む。 部外面にかけて

火樺痕あり。

16 葺 15.6 端部~天井部 '" 天井部外面に回転へフケズリ。 細砂粒を多く含み， 内外面灰白色 軟質

B 1 白色針状物質も含む。

17 董 15.2 端部~天井部 !i 天井部外面に団転へラケズリ。 細砂粒を多く吉み， 外面暗灰色 軟質

B 1 世 1mm前後の小石も 内面~断面灰色

少量含む。 ~暗灰色

18 要 胴部片 外面に平行タタキあり。 細砂粒を多く含む。 内外面灰白色 やや軟質

(胴部) 内面は，アテ具痕をナデ消して

いる。

19 聾 口縁部片 細砂粒を多く吉む 内外面灰色 硬質 外面に自然軸付

(口縁部) 断面セピア色 着。焼き歪みが

著し"0

第 8表灰原直上出土須恵器観察表

9. 表土出土の須恵器(第20図)

坪 A 1・AII・C1，腕A，高台付坪A・C，蓋 C1などが出土している。 (10)は高台付

坪であるが，高台部は極めて低く ，他の高台とは著しく形態を異にしている。 (11)の蓋は，端

部直上に鋭い稜線を作り ，端部をほぼ水平に外方に引き出すといった特徴を有する。焼成も堅

轍で丁寧に作られている。
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第20図 表土出土の須恵器

番
器種

法量
遺予度 特徴的な 調整 胎 土 色 調 焼成 備考

号 口径 m 器高田底怪 cm

f平 11-12つ 4.0 7-7.5フ ){. 底部から体部下半にかけて回転 細砂粒，白色針状物 内面暗灰褐色 やや軟質

A 1 へラケズリ。 質を含む。 外面灰褐色

2 ，~ 9.0 底部~体部 ~ 底部ほほ全面に手持ちへラケズ 細砂粒，白色針状物 内外面灰色 硬質

AlI リ。 質を多く含む。

3 f不 12.5 3.8つ 9.8 垢 底部にへフケズリを施すが，固 細砂粒を多く含み， 外面~断面灰色 硬質

転か手持ちかは不明。 白色針状物質は，少 内面黒灰色

量含まれる。

4 ヰ 1U  底部~体部 底部全面に回転へラケズリ。 細砂粒，白色針状物 内外面青灰色 硬質 外面に灰を被る，

C 1 )t3--Xi 曹を含む。

検i 15.0 体部始 細砂粒，白色針状物 内外面灰色 やや軟質

5 A 買を含む。 断面晴灰色

高台付ヰ (高台怪) 底部~体部 H 細砂粒，白色針状物 内外面灰白色~ 硬質 内面底部に火惨

6 C 11.2 質を多く含む。 暗灰色 痕あり。

高台付'f (高台径) 底部~体部 % 細砂粒，白色針状物 内外面淡明褐色 軟質

7 C 11.4 質を多く吉む。 ~淡褐色

高台f寸叫 (高台置) 底部~体部 H 細砂粒を多く含み， 内外面晴灰色 やや軟質

8 A 7.3 白色針状物質を少量

吉む。

高台付'. (高台径) 底部 ~ 細砂粒を多く吉み. 内面暗灰色 やや軟質

9 A 7.2 白色針状物置を少量 外面~断面

吉む。 晴灰色~セピア色

高台付時ワ (高台I圭) 底部~体部 ~ 底部に回転へラケズリを加えた 細砂粒，白色針状物 内外商灰色 やや軟質

10 8.2 佳，高台をハリツケ，回転ナデ 曹を多〈含む。

を施す。

蓋 端部片 端部直上に鋭い陪線を作り，端 細砂粒を含む。 内外面暗灰色 硬質

11 部をほぼ水平に外方に引き出す。

董 端部~天1宇部 XI 天井部に回転へラケズリ。 細砂粒を多く吉み， 端部内外面 軟賀

12 C 1 白色針状物質も少量 暗灰白色

含む。 内外面灰白色

第 9表表土出土須恵器観察表

， 
- 34一



V まとめ

今回は確認調査のため，窯跡群の全容を解明するまでには至らなかった。ただし，各窯跡群

の変遷，他窯跡との窯構造の比較検討，瓦陶兼業の問題，須恵器・瓦の製作技法の検討及び他

窯跡との比較，供給先，操業の実年代等，各種の問題が生じており，本章では各窯跡の変遷，

須恵器生産，花山遺跡から出土した本窯跡産と考えられる須恵器・瓦の供伴遺物の問題に絞っ

て検討することとしたい。

1.各窯跡の変遷

各窯跡の切り合い関係をまとめると以下のとおりとなる。

・第 5号窯跡は，第2号窯跡の直下となっており，切られている 0

・第4号窯跡は，第2・5号窯跡の灰原によって破壊されている 0

・第6号窯跡は，第 3号窯跡の直下となっており，切られている。

他の要素から，各窯跡群の新旧関係を知る上で参考となるものを列挙すると以下のとおりで

ある。

-第 l号窯跡と第 5窯跡焼成部の構築方法及び形態が同じである。

・第 4号窯跡と第 6号窯跡の立地が，他の窯跡より一段低く共通している 0

・第 4号窯跡の灰原は少なくとも，第 3号窯跡よりは下に位置する。

-第 l号窯跡出土瓦(4 )と第 2号窯跡出土瓦(1 )の布綴が同じである。

以上の点から，各窯跡の新旧関係が明らかなものを号名のみで記すと. 5→ 2. 4→2・5.

6→ 3. 4→3となる。さらに. 4と6の関係については立地からみて，ほぼ同時と考えられ

る。まとめると. 4 • 6→5→ 2. 4・6→3となる。これらを，何を焼成したかによって記

すと，それぞれ須恵器 ・?→須恵器→瓦，須恵器→瓦となる。第 1号窯跡は瓦陶兼業であるこ

とから，第 5号窯跡と第 2号窯跡の聞に位置する可能性が強い。この点を加えると. 4・6→

5→ l→2・3と考えることができる。つまり，本窯跡は須恵器を焼成することを目的にして

開窯し，瓦陶兼業を経て，瓦専用窯への転換を図っていたと考えることができる。

このように操業内容が変化した背景については，開窯当初に焼成された須恵器から検討した

い。第 4号窯跡の須恵器は. (1) ~(4) のような日常什器と (5) ~(7) のような仏器的な

形態のものが相半ばして出土している。したがって，供給先は，焼成量を考え併せると一般の

集落まで普遍的に供給していたとは考えにくく，操業の主体者及びその周辺と寺院であり，具

体的には郡司階層とその氏寺ないしは郡名寺院と考えられる。瓦類には，軒先瓦は皆無であり，

可能性としては軒五のみ別の窯跡で焼成させたと考えられることもできるが，基本的には，寺

院の補修瓦を焼成したと考えるのが妥当であろう。
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矢那北窯跡第 1号窯は，三次にわたる窯の構築がなされ，地下式無階有段→地下式無階無段
註倒

→半地下式無階無段と変遷することが明らかとなっている。この二次窯は，南窯跡第 4号窯の

影響とも考えられ，一時的には北窯跡で瓦，南窯跡で須恵器を同時に生産していた可能性も指

摘できる。いずれにしても，郡司階層が独占的に矢那窯跡群の窯業生産を掌握し，必要に応じ

て須恵器及び瓦生産を行っていたと考えている。

2.奈良時代の須恵器生産について
駐伽

須恵器生産の問題については，市原市永田・不入窯跡の性格と実年代の提示以降，盛んに論

じられているが，基本的には，上総国分寺の建立を契機にして永田・不入窯跡の操業が開始さ
佐世創 註(間

れ，市原市石川窯跡に継続し，その間に本窯跡や千葉市南河原坂第 4遺跡の操業がなされたが，

9世紀中葉に南河原坂第 4遺跡の西側から発見された窯跡などで小規模な操業が継続されたの
註棚

みで，大規模な窯業地帯の形成には至らなかったと考えられている。つまり，窯業地帯形成の

問題は別にして，上総国における須恵器生産は，永田・不入窯跡を中核にして，各郡に波及し

たと考えられがちであったといえる。

ところが，本窯跡の須恵器を観察すると，永田・不入窯跡の製品とほとんど区別がつかない

ものも多く含まれているが，仏器に類するものでは永田・不入窯跡には認められないものが多

く，両窯跡が同一工人ないし同系統の工人である可能性は極めて少ないと判断される。本窯跡

は，各窯が切り合い関係等も有し，全く同時期ではないが，各窯出土の須恵器及び瓦類に大き

な差を見出すことはできず，かなり短期間な操業を考えることができる。須恵器の詳細な分析

は実施していないものの，永田・不入窯跡と比較すると，永田14号窯跡から 5号窯跡の製品と

類似関係を有すると考えられる製品が出土している。つまり，永田・不入窯跡の操業開始時期

には，矢那南窯跡においても須恵器生産が開始されていたことになる。こうなると，永田・不

入窯跡の操業の契機もあえて上総国分寺の建立に結びつける必要もないともいえる。山辺郡に

所在する南河原坂第 4遺跡で生産された須恵器の供給先については小食土廃熱t挙げられてい
註{羽

るが，あえて寺院のみへの供給を想定する必要もなく，本窯跡と同様な性格を有していたと考

えることもできる。

以上のように，上総国における須恵器生産は，永田・不入窯跡を核にして分散していったも

のではなく，国のみならず郡段階においても，郡司階層の必要に応じて操業が開始されたもの

と推定される。他の郡においても，須恵器窯や瓦窯が検出される可能性は極めて高い。

3.花山遺献出土の本窯跡産須恵器・瓦の検討

花山遺跡は，本窯跡の西方約500mに所在する遺跡であり，奈良時代の竪穴住居跡が数多く検

出されている。実見はしていないが，本窯跡産と考えられる須恵器・瓦が土師器等と供伴して
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駐日。

いるので，その土師器の年代観について，従来の研究の成果を踏まえて検討しておきたい。

29号住居枇坪B1が出土している。供伴遺物から斜格子暗文は出土していないが，II a期

と考えられ， 8世紀第2四半期後半である。

98号住居社 蓋C1が出土している。 Eタイプ上総型坪が出土しており ，8世紀第3四半期

である。

109号住居牡 須恵器は出土していないが，腕Cと同タイプの斜格子暗文を有する土師器境が

出土している。 C及びDタイプの上総型坪が数多く出土しており， II a期の所産と考えられ，

8世紀第2四半期後半である。なお，この土師器域は，須恵器椀Cの模倣と考えている。

111号住居牡 蓋B1の破片が出土している。 E及びFタイプの上総型坪が多く出土し，IIc
註l却

期の所産であり ，遠寺原編年まで，8世紀第4四半期と考えられている。

150・151号住居社 平瓦C文はD，丸瓦Bが出土している。丸瓦は，本窯跡産である。

180号住居牡 坪AI・BI， 高台付坪Cが計9点、出土している。 Eタイプの上総型坪が多く

出土しており ，II b期であり ，遠寺原編年でも I期に当たり， 8世紀第 3四半期である。

191号住居牡 平瓦C又はDが多く出土している。本窯跡産かどうか不明である。

196号住居社坪AIが出土しており，これはFタイプの上総型坪であり，遠寺原編年で8世

紀第4四半期と考えられている。

4.結語

確認調査であったため，窯構造の把握には不十分な点が多かったが，窯跡の範囲については

ほぼ確定することができたと考えている。ただし，あくまで窯本体についての確認であり，粘

土採掘地点及び工房跡等については調査することができなかった。

使用した粘土は，海成層のものが焼成に適するかといった問題もあり，一概に論じることは

できないが，窯体を掘り込んだ上岩橋部層 ・木下部層(成田層)に狭まれた粘土を使用したと

するのが，一番自然であろうと考えている。なお，この粘土を府中市立博物館の英太郎氏に依

頼して焼成実験(混物をせずに， 960------1000度で 1時間)を実施したところ，かなり堅撤に焼き

しまることが判明している。ただし，灰白色を呈した粘土は焼成途中で割れてしまい，焼き上

がると，83%に縮んでしまうことも判明し，他地域のものと比較しでも，縮小率がかなり高い

との事であった。

工房跡については， 2ケ所ほど周辺に平場があり，候補地として考えたが，時間の都合及び

土地所有者の関係から調査することができなかった。今後の課題である。

本窯跡は，当初から 3基の須恵器窯と想定して調査を開始したわけであるが，須恵器窯とし

て操業が開始されながら，瓦陶兼業を経て，瓦専用窯に転換するといった，複雑な様相を有す

ることが明らかとなった。しかしながら，粘土採掘坑や工房跡も確認できず，窯業生産の構造
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的解明は極めて不十分であったことは認めざるを得ない。本窯跡周辺は，現在は閑静な山林と

なっているが，大規模開発の計画もー，二あったやに聞く。本窯跡は矢那北窯跡を含めると，

永田 ・不入窯跡に次ぐ県下第2の窯跡群であり，瓦陶兼業窯といった特徴も有している。した

がって，保存を第ーにして，近い将来に総合的な調査が実施されることに期待をして，筆を閥

くこととしたい。
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上名主ヶ谷繁跡と周辺の地形(1/10.000) 



I 遺構確認状況(南西から)

2.遺構確認状況 (南東から)
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l. 第 1調査区調査前

(南西から)

2.第 1トレンチ

(西から)

3. 第 2トレンチ

(南から)

図
版

3

遺
構



1.第 3トレンチ
(東から)

2. 第 5トレンチ
(南から)

3. 第 5トレンチ
西壁土層断面

(南東から)
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1.第 6トレンチ

(南から)

2. 第 7トレンチ

(西から)

3. 第 2調査区
(北から)
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1. 第1号窯跡確認状況

(南から)

2 第2・4・5号窯跡
確認状況

(南から)

3. 第3・6号窯跡
確認状況

(南から)
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1.第1号窯跡燃焼部

(南から)

2 第l号禁断、

遺物出土状況
(南から )
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版
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3. 第2号窯跡試掘坑土層断面
(南から)



l.第2号窯跡燃焼部

(南から )

2. 第2号窯跡燃焼部

及び第5号窯跡灰原内土坑

(西から )

3. 第2号窯跡試掘坑

遺物出土状況

(南から )
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、，w_
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1. 第4号窯跡焼成部

（南から）

2. 第3・6号窯跡

（南から）

3. 第3・6号窯跡

土層断面
（南西から ）
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